
　

裏
面
→
市
長
へ
意
見
書
を
提
出

「
地
域
自
治
区
の
今
後
に

つ
い
て
」
意
見
の
ま
と
め

地域協議会委員
淡路一義　伊藤　誠
菊地チヨ子菊池敏幸
工藤一成　工藤　聡
工藤正弘　佐藤哲美
畠山美紀子藤田清樹
藤田千秋　藤田弘子
安井重雄　山谷博文
吉岡正雄（五十音順）

　
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て
の

意
見
の
ま
と
め
と
し
て
、
次
の
３
項

目
に
よ
り
意
見
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
①
合
併
時
と
比
較
し
て

　
良
く
な
っ
た
点
と
し
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
き
め
細
か
な
対

応
・
財
政
状
況
の
好
転
に
よ
る
大
型

事
業
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
良

い
状
態
に
な
い
点
と
し
て
、
地
域
活

性
化
へ
の
対
応
、
特
に
産
業
の
地
盤

沈
下
・
制
度
統
一
に
よ
る
二
ツ
井
地

域
の
不
利
益
・
大
き
い
地
域
に
飲
み

込
ま
れ
て
い
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
②
二
ツ
井
地
域
は
、
目
指
す
姿
に

近
づ
い
て
い
る
か

　
地
域
の
特
性
・
資
源
が
活
か
さ
れ

て
い
な
い
。
基
幹
産
業
の
農
林
業
振

興
へ
の
対
応
不
足
。
独
自
性
の
発

揮
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
③
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て

　
運
営
の
あ
り
方
（
報
告
中
心
）
に

問
題
は
あ
る
が
、
地
域
の
声
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
延
長
が

必
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
、
多
数

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地

域

協

議

会

だ

よ

り

☆

☆

　
平
成
２
７
年
度
第
３
回
地
域
協
議
会
は
、
７
月
２
３
日
（
木
）
午
後

３
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
、
【
自
主
審
議
】
地
域

自
治
区
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と

お
り
。

延
長
を
求
め
る
意
見
が
大
多
数

　
来
年
、
平
成
２
８
年
３
月
３
１

日
に
設
置
期
限
と
な
る
地
域
自
治

区
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
協

議
会
と
し
て
の
意
見
書
を
市
長
に

提
出
す
る
た
め
、
昨
年
来
、
自
主

研
修
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
自

治
区
と
地
域
協
議
会
の
役
割
や
二

ツ
井
地
域
の
現
状
と
施
策
の
推
進

状
況
の
分
析
・
評
価
を
通
じ
、
委

員
全
員
か
ら
の
意
見
を
伺
い
、
運

営
調
整
会
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た

意
見
等
を
取
り
ま
と
め
た
意
見
書

の
原
案
を
協
議
し
ま
し
た
。
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地
域
協
議
会
と
し
て
決
定
し
た

意
見
書
の
概
要
は
、
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
状
況
に
つ
い
て
の
検

証
。
地
域
自
治
区
・
地
域
協
議
会

の
役
割
と
機
能
。
二
ツ
井
地
域
の

現
状
と
地
域
の
課
題
。
二
ツ
井
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
協
議
会
と

し
て
の
考
え
方
を
述
べ
、
最
後

に
、
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い

て
、
集
約
し
た
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

　
集
約
し
た
意
見
は
次
の
と
お
り

　
（
１
）
地
域
自
治
区
は
、
地
域

住
民
の
意
見
等
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
地
域
振
興
を
推
進
す
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、

設
置
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き

地
域
の
声
を
施
策
に
生
か
す
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
。

　
（
２
）
地
域
協
議
会
は
、
報
告

事
項
に
偏
っ
た
運
営
を
見
直
し
、

延
長
期
間
内
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

審
議
が
中
心
と
な
る
運
営
と
な
る

よ
う
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

第 ３ 回 地 域 協 議 会 の 様 子
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地
域
自
治
区
に
関
す
る
意

見
書
を
決
定

地
域
自
治
区
の
延
長
と

運
営
の
あ
り
方
の
検
討
を
求
め
る



　
齊
藤
市
長
は
、
個
人
の
見
解
と
前

置
き
し
て
、
「
意
見
書
に
つ
い
て
は

理
解
で
き
る
」
と
し
、
提
案
型
の
協

議
会
に
、
と
の
要
望
に
つ
い
て
は

「
議
会
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

議
会
は
大
所
高
所
の
観
点
で
あ
り
、

地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
密
着
で
、

よ
り
掘
り
下
げ
た
議
論
が
で
き
る
場

で
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
、
恋
文
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
や
道
の
駅
ふ
た
つ

い
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
二
ツ
井
町
」
の
住
居
表

示
に
つ
い
て
は
、
「
他
地
域
で
は
旧

名
が
無
く
な
り
、
ど
こ
の
地
域
か
わ

か
ら
な
い
例
も
あ
る
。
二
ツ
井
の
名

称
が
残
る
の
は
問
題
な
い
の
で
は
」

と
話
し
ま
し
た
。

意見書提出の様子

　
地
域
自
治
区
の
延
長
要
望
等
の

　
意
見
書
を
市
長
に
提
出

　
平
成
２
７
年
８
月
４
日
、
地
域

協
議
会
の
吉
岡
正
雄
会
長
が
、
齊

藤
滋
宣
能
代
市
長
に
「
地
域
自
治

区
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
意
見
書
の
要
望
内
容
は
、

①
地
域
自
治
区
は
地
域
住
民
の
意

見
等
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
地
域

振
興
を
推
進
す
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
て
お
り
、
設
置
期
間

を
延
長
し
、
引
き
続
き
地
域
の
声

を
施
策
に
生
か
す
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
。

②
地
域
協
議
会
は
、
報
告
事
項
に

偏
っ
た
運
営
を
見
直
し
、
延
長
期

間
内
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
審
議
が

中
心
と
な
る
運
営
と
な
る
よ
う
検

討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
延
長

地
域
協
議
会
の
運
営
方
法
検
討

吉
岡
会
長
か
ら

　
　
　
齊
藤
市
長
へ

　　
ま
た
、
意
見
書
で
は
触
れ
て
い

な
い
住
居
表
示
の
「
二
ツ
井
町
」

の
表
記
に
つ
い
て
、
二
ツ
井
の
歴

史
・
文
化
を
残
す
た
め
に
も
継
続

使
用
が
必
要
と
要
望
し
ま
し
た
。

齊藤市長に意見書を提出する吉岡会長

提出した意見書（表紙）


